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A Discussion of Guidance and Counseling After Enacting a Law Aimed at Preventing Bullying at
Elementary, Junior High and Senior High Schools
中 村 豊 ＊
Abstract
Based on the entry into force of the Act to Promote Countermeasures Against Bullying (Act No.
71 of 2013), the promotion of systematic initiatives to prevent problematic behaviors stemming from
the bullying of students is currently an urgent issue at Japanese elementary, junior high, and senior high
schools. Therefore, individual schools are being required to reconstruct their in-school guidance
systems so as to provide functional student guidance.
However, at present the guidance for the resolution of issues (supportive measures) is difficult in
educational situations, where there are many problems related to student guidance. Schools,
governments, university research laboratories, and other institutions that are involved in school
education must collaborate to cooperatively implement practices and conduct research so that schools
can systematically provide guidance that encourages development to all students (a positive function of
student guidance).
The author is developing an original student guidance program conducted via in-school training,
class research meetings, etc. based on close collaboration with the P City Board of Education and Q
Elementary School. This paper discusses the results from cooperative, practical research up until now
and future challenges regarding practical research on student guidance as described above.
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問題と目的
「大津中自殺｣1)事案は、学校がこれまでに取り
組んできたいじめ問題対応や、いじめに起因する重
大事態への対処などについて、様々な問題点を浮彫
にするとともに、いじめ問題に関する新たな指針を
示すに至った。それが、「いじめ防止対策推進法（以
下、いじめ法と略す)｣2)であり、文部科学省が通知
した「いじめの防止等のための基本的な方針（以下、
基本方針と略す)｣3)である。
しかし、これまでに日本の学校教育現場では、い
じめに関する重大事態は何度も発生している。ま
た、1980年代以降は、いじめ問題がマスコミにより
大きく報道され、学校のいじめ対応に関する批判が
繰り返し行われてきた4)。その度に日本の学校で
は、いじめ問題の対応を見直し、再発防止に努めて
きた。それにも関わらずいじめ問題は、深刻化、陰
湿化、長期化する傾向が見られる。今や児童生徒の
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1）滋賀県大津市内で2012年10月11日に発生した事件である。その後、時事通信、毎日新聞、読売新聞、産経新聞は「大
津いじめ自殺事件」と報じている。
2）第183回国会（常会）において成立し、平成25年法律第71号として平成25年月28日に公布された「いじめ防止対策
推進法」は、平成25年月28日に施行された。この法律について毎日新聞（2013年月28日東京夕刊）では、次の
ように報じている。「いじめへの対応と防止について、学校や行政等の責務を定めた法律。今年月、与野党の議員
立法で成立した。小中高校と高等専門学校を対象に、自殺など心身に深刻な危害が及ぶ「重大事態」について学校
や自治体に調査と報告を義務付けたほか、各学校に教職員や心理・福祉の専門家による組織を常設する。警察や児
童相談所、法務局など関係機関との連携を強く促し、早期発見にも力点を置く。」
3）「いじめ防止基本方針の策定について（通知）」（25文科初第814号平成25年10月11日）では、次のように目的を述べ
ている。「いじめ防止対策推進法第11条に基づき、いじめの防止等（いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへ
の対処をいう。）のための対策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針を別添のとおり策定しました。」
4）例えば、東京都中野区富士見中学校のいじめ自殺事件（通称「葬式ごっこ事件」、「鹿川裕史君いじめ自殺事件」
1986年月日）、愛知県西尾市中学生いじめ自殺事件（通称「大河内清輝くんいじめ自殺事件」1994年11月27日）、
等。
いじめは、ICT 機器の目覚ましい技術開発と急速
な普及を反映して新たないじめ問題が起きるなど、
学校の対応能力を超えているのが現状である。
ところで、日本のいじめ問題研究の第一人者であ
る森田洋司氏は、いじめは「根絶はできない。だが、
止めることはできる｣5)ことを指摘している。これ
は、いじめの根本問題を端的に表しているととも
に、いじめの兆候をいち早く把握し、迅速に対応す
る必要があることを示唆している。半面だれもがい
じめを生まない、楽しい学校生活をすごすために
は、まず、児童生徒が自他の命や人権を大切にし、
お互いを思い遣ることのできる人間関係づくりが不
可欠である。そのための取組が、いじめの未然防止
や早期発見・早期対応の基盤となる。次に、いじめ
問題が発生したときは、児童生徒個人にいじめのつ
らさや苦しみを抱え込ませないことが重要である。
そのため大人も子どももすべての人が、「いじめに
ついて、正しく知り、正しく考え、正しく行動す
る｣6)ことが求められている。このような重要な役
割に応え、それを担う中心的な教育機能は生徒指導
にあり、その核となる学習活動は特別活動や道徳教
育にあると考えている。この点について、以下に述
べる。
いじめの主な要因は、児童生徒の人間関係にあ
る。また、いじめの構造には、当事者同士に留まら
ず、観衆や傍観者と位置付けられている存在があ
る。そこでは集団としての抑止力、いわゆる仲裁者
の有無が極めて重要であることが指摘されてい
る7)。それゆえ、いじめの構造が維持されているの
は、いじめが継続している集団自体に何らかの課題
があるためと考えられる。現代の青少年における人
間関係の特徴や課題については、「島宇宙｣8)、「ス
クールカースト｣9)、「友だち地獄｣10)、「意味のねじ
れた『やさしさ』｣11)等、様々な視点から考察されて
いる。そこでは、生徒指導上の諸問題の分析や解釈
に新たな視点を示しているが、学校教育現場で生起
している現実のいじめ問題解決への具体的な指導や
対応については提案されていない。現在のいじめ問
題への指導及び対応は、いじめ法に示されているよ
うに、心理や福祉、司法、警察等の関係機関との連
携と協力の下、いじめ問題解決のために社会総掛か
りで取り組むという、新たな段階に進んでいる。こ
のことを踏まえ次に、いじめ法に示された学校に求
められている責務を整理して、その要点について述
べる。
まず、いじめ法では、学校につのことを義務付
けている。それは、いじめ防止のための基本方針の
策定と、いじめ問題対策のための委員会を設ける
等、校内組織の再構築である。つまり、日本の全て
の学校は、それぞれの学校の実態や地域の特徴を活
かしながら、いじめの未然防止ために組織的に取り
組んでいかなければならないのである。そのこと
が、今年度よりいじめ法により学校に課せられた責
務である。そこで、学校の取組状況について、web
上に公開している各校の基本方針を確認したとこ
ろ、管見の限り各校の実態を踏まえた独自の取組を
見いだすことは困難であった。その多くは国や都道
府県・政令市・市町村が策定する基本方針に準じて
おり、各校の実態を踏まえて策定されるべく未然防
止のための特色ある取組は模索中であるのが現状で
ある。これは、学校教育の重要な機能である生徒指
導のあり方が問われていることに対し、回答を示せ
ていないかのような印象を残すとともに、いじめ法
施行後の生徒指導に関わる問題であると思われる。
次に、いじめ法と生徒指導の関連について述べる。
日本の学校では、いじめ法の施行により児童生徒
のいじめに起因する問題行動を未然に防止するため
の組織的な取組を推進していくことが喫緊の課題と
なっている。それゆえ学校には、これまで以上に生
徒指導が機能する校内体制を構築していくことが重
要である。そのために学校は、全ての児童生徒に対
して生徒指導の積極的な機能である発達促進的・開
発的な指導を体系的に実践していくことが求められ
ている。しかしながら生徒指導上の諸問題が山積す
る教育現場では、課題解決（対症療法）的な指導に
苦慮している状況が続いている。このような状況を
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5）森田洋司『いじめとは何か』中公新書、2010年。
6）生徒指導・進路指導研究センター「いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する」文部科学省 国
立教育政策研究所、2013年。
7）森田洋司・清水賢二『新訂版 いじめ―教室の病』金子書房、1994年。
8）宮台真司『制服少女たちの選択』講談社、1994年。
9）鈴木翔（著）解説・本田由紀『教室内（スクール）カースト』光文社新書、2013年。
10）土井隆義『友だち地獄―「空気を読む」世代のサバイバル』ちくま新書、2008年。
11）大平健『やさしさの精神病理』岩波新書、1995年
打開し、改善していくためには、学校、行政、大学
研究室等、学校教育に関わる諸機関が連携して協働
的に実践と研究に取り組んでいくことが必要である
と考えている。このような問題意識に基づき本論文
では、筆者、P市教育委員会、Q小学校の緊密な連
携による協働的な実践研究について論じていく。そ
こでは、協働を意識した校内研修や授業研究会の取
り組みを通して、Q 小学校に必要な生徒指導プロ
グラムを開発している。この生徒指導プログラムと
は、児童の発達促進的・開発的な指導をしていくた
めに、全校挙げて教育課程に位置付けて取り組む意
図的計画的かつ体系的な学習活動である。その学習
活動には、特別活動としてのガイダンス的指導、心
理教育的なサービス12)、道徳的な心情を育む指導を
含む。以下、本論文では、いじめ法施行後の P 市
の小学校における生徒指導の実践を検討し、発達促
進的・開発的な生徒指導のあり方について検証し、
考察していくことを目的とする。
方法
 本研究の経緯
筆者は、かつて200X年に P市教育委員会の生徒
指導に係わる教育事業の研究指定校であった R小
学校の研究アドバイザーとなった。この期間に筆者
は、R小学校において200X年から200X年＋3 年間、
生徒指導プログラムの開発とその実践（ソーシャル
スキル教育）に当たってきた13)。その R 小学校で
の実践（ソーシャルスキル教育）を高く評価し、自
校の教育活動に取り入れていたのが S小学校であ
る。当時の S 小学校では、校長がソーシャルスキ
ル教育の導入を指示し、中心的な原動力となってい
たが、その後の人事異動により現在では Q小学校
の校長となっている。
他方、P 市教育委員会は、200X年＋4 年に R小
学校の実践を市内の学校に発信するための研修事業
を立ち上げた。それは、生徒指導プログラムの研修
を希望する学校を対象として、そこに指導者（筆者
を含む大学教員）を派遣して校内研修における出前
研修を実施するものである。この時に Q小学校は
校内研修会を実施している。
その後 P 市教育委員会は、200X年＋5 年に前年
度の出前研修事業を大幅に拡大して継続実施すると
ともに、新規事業として「育てる教育相談」の推進
校を募集し実践研究に取り組むことになった14)。そ
こに Q小学校がエントリーし採択されたことで現
在に至っている。
筆者は現在、P市教育委員会からの委嘱を受けて
Q小学校の研究アドバイザーとして位置付けられ
ている。
 本研究の構成と研究推進における倫理上の配慮
事項
筆者が Q小学校の研究と関わり始めたのは、本
年度の
月上旬からのことである。その後は毎月
回の割合で Q小学校を訪問して実践研究を行って
いる。また、P市教育委員会の担当指導主事も同席
しながら、ともに Q小学校の実践研究を推進して
いる。本論文の実践研究では、学校心理学における
「協働（コラボレーション corroboration）」の考え
方に基づき筆者、P市教育委員会、Q小学校との三
者が、それぞれの専門性を発揮しながら対等な立場
で協力して研究に取り組むことを基盤としている。
それぞれの立場と役割は次の通りである。
P市教育委員会は、「『育てる教育相談』推進事業」
の施行者として事業に必要な様々な条件を整備し環
境調整を図るとともに、適宜、実践推進校である
Q小学校の教育を支援及び指導・助言を行う。
Q 小学校は、児童の課題達成に必要な各学年の
年間指導計画を作成し、また、学年の行動目標を立
て、体系的に対人関係スキルを身につけさせる教育
を実践していく。そのために P市教育委員会は、Q
小学校から研究を推進していくための支援要請を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12）心理教育的なサービスは、「子どもの教育ニーズ全般をカバーする」「学校教育を通して行われる」点で、心理教育
とは区別されている。詳細は次の文献を参照のこと。石隈利紀『学校心理学』誠信書房、1999年、P. 15。
13）本研究については以下の論文を参照のこと。
中村豊「小学生を対象としたソーシャルスキル教育の効果」『教育学論究第
号』関西学院大学教育学部、2012年、pp.
59-69。
14）「『育てる教育相談』推進事業」の趣旨は以下の通り。
「子供たちを取り巻く様々な問題の根本に、子供たちの人間関係の弱さ、社会性の未熟さ等が指摘され、学校現場に
おける予防的・開発的な指導・援助の重要性が高まってきている。『育てる教育相談』の実践では、個々の児童生徒
の社会性を育むとともに、児童生徒集団の質を高めることを通じて、子供たちの人間関係形成力やコミュニケーショ
ン能力の伸長を目指す。これにより、いじめ・不登校などの問題解消にもつなげていく。（中略）『育てる教育相談』
実践推進校においては、学校全体で『育てる教育相談』の先進的・先導的な研究実践に取り組み、その効果を検証し、
発信する。これにより、『育てる教育相談』の実践を全市に広める。」
点受けている。それは、①ソーシャルスキルの理論
の講義と職員演習を行うための研修会の実施、②教
育活動として定着させるための具体的な指導と助
言。③カリキュラムづくりの指導と助言である。
筆者は、P市教育委員会より「『育てる教育相談』
推進事業への専門的支援」についての指導助言者と
して委嘱され、Q 小学校の要請を反映した専門的
支援を求められている。それは、「学校訪問による
会議、講演・演習、授業研究・研究発表会等での指
導、助言」である。また、筆者は、協働的な研究を
円滑に推進していくために、電子メールによる双方
向の遣り取り、電話による応答、研究推進に必要な
調査や観察のための学校訪問等、事業化されていな
い研究活動も行っている。そのために、三者間で研
究上の倫理的な配慮事項を定めることで、それぞれ
からの研究の承認を得ている。本研究では、以下の
点が倫理的な配慮事項である。
①「『育てる教育相談』推進事業」で知り得た個人情
報等の重要事項（児童の家庭環境、地域の様子、
家庭・地域・学校の関係性などを含む）について、
学校教育活動の観点から、取り扱いに十分注意
し、秘密の保持を守ること。
② Q小学校訪問に際し、筆者以外の人物を伴う場
合（研究者や研究室の大学院生など）、事前に P
市教育委員会に連絡をし、許可を得ること。
③学会等で発表する場合は、事前に P 市教育委員
会の了解を得るとともに、学校や個人の特定につ
ながらないように十分な配慮を行うこと。
なお、相互に確認された倫理的な配慮事項の文書
は各自が保持している。
以上、本研究に関わる関係機関との倫理上の配慮
に加えて、人権の保護及び法令等の遵守に基づいて
協働的な実践研究を推進している。
 本論文の研究方法
（）本研究の対象
本研究では、P市教育委員会の｢育てる教育相談｣
事業及び Q 小学校の教育活動を対象としている。
調査対象者は、Q 小学校に在籍する全校児童
（表）である。
（）調査時期
本研究の調査時期は200X年＋5 年〜6 年である｡
（）研究内容
本研究では、いじめ法施行後の生徒指導について
Q 小学校の教育実践を手がかりとして、発達促進
的・開発的な生徒指導及びそのプログラムを分析、
考察していく。
Q 小学校の基本方針は、年度当初に作成された
ものをブラッシュアップさせながら作成途中にあ
る。そこで本研究では、web 上に公開されている
P市内の小学校の基本方針を整理し、それとの比較
を通して、Q小学校の生徒指導を検証していく。P
市内の各学校の基本方針を収集するに当たっては、
Chrome や IE で検索できるものを対象とした。ま
た、本論文では、特別活動の内容である全校集会や
学級活動においてガイダンス機能を発揮していると
思われる Q小学校の教育実践を検証する。そのこ
とを通していじめが発生した際に「子どもが違和感
を訴える｣15)ことのできる共同体としての集団づく
りを図る生徒指導の機能について考察する16)。その
ためにまず、Q 小学校における教育実践および生
徒指導プログラムについて整理する。また、Q 小
学校の集会活動の役割と Q小学校が実施している
学校生活に関する質問紙調査の結果を検討してい
く。
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15）上杉賢士「けんかを仕掛けてきたのでやり返した」『児童心理2013年月号臨時増刊No. 972』金子書房、2013年、P.
42。
16）以下の論文を参照のこと。
中村豊「学校における特別活動と学校心理士」『日本学校心理士会年報第6号』日本学校心理士会、2014年、pp. 13-23。
21
年生 年生 
年生 年生
140(3)22(1)
合計（人）年生
27
年生
表 Q小学校の在籍児童数一覧 ※( ）は特別支援学級
女子
合計（人）
25 22 23(2)
19
44
17
男子
44
20(1)
43(3)
17
39 43(1)
20(1)
42(2)
115(3)
255(6)
22(1)
結果
 P 市内の小学校の基本方針と Q 小学校の指導
計画
P 市の基本方針のうち、教育委員会が実施する施
策のつに「教員の資質能力の向上と教員等の配
置」が挙げられている。そこでは、「生徒指導に係
る体制等の充実のための教員等の配置、心理、福祉
等に関する専門的知識を有する者であっていじめの
防止を含む教育相談に応じる者や、いじめへの対処
に関し助言を行うために学校の求めに応じて派遣さ
れる者を確保する」ことが示されている。筆者は、
この施策の一環として Q小学校に派遣されている
ことになる。他方、P市の基本方針では、各学校に
対して、いじめの未然防止のための視点を明記して
いる。それは、「①思いやりの心をはぐくむ教育、
②豊かな体験を通した心の教育と温かい集団づく
り、③規範意識を身につけ、自浄力をもつ児童生徒
集団の育成」の点である。この視点で各校の基本
方針を分類して整理したものが表である。
表では、各校の基本方針のポイントとなる学習
活動や指導の観点を整理しているが、その多くは P
市の基本方針に記されている文言の転載であり、総
論的な基本方針が多く見られた。いじめ法で求めて
いる各校の基本方針は個別的具体的な指導や学習活
動であると思われるが、そこまでの内容を基本方針
に示すまでには至っていない現状を確認することが
できた。
Q小学校の基本方針におけるいじめの未然防止
の概要は、学年・学級づくりの重点として児童の人
間関係づくりをしていくために、ソーシャルスキル
トレーニング Social Skill Training（以下、SST と
略す）を実施することと、定期的な質問紙調査の実
施および教育相談の実施である。現在では、これま
での協働的な研究により、Q 小学校の生徒指導プ
ログラムの試案（表）が立てられ、それに基づい
て全校生徒指導体制として SST を応用した授業実
践に取り組んでいる。
 Q小学校の教育実践
Q 小学校は、全校集会における校長講話と教師
の寸劇による指導に取り組んでいる。この教育実践
では、いじめ防止の教育効果が期待できる。それゆ
え、この Q 小学校の教育実践を検証するために、
実践の記録と分析が P 市教育委員会の担当指導主
事により行われている。そのことを次に述べる。
（）集会活動
Q小学校の生徒指導の特徴である全校集会につ
いて以下に示す。
①朝会時のロールプレイを導入した学習（図）
校長より学校教育目標のテーマ「勉強の仕方」
が紹介される。続いて、教師によるロールプレイ
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道徳の授業、学級活動、すべ
ての教育活動。
学級づくり。規範意識の醸
成。
A小学校 授業、道徳教育、学級活動等
仲間同士で認め合い支え合う
場面を設定し、自分の居場所
がある温かい集団作り
自然教育学習園をフィールド
とした総合的な学習、学級活
動や行事等。人間関係力、コ
ミュニケーション力、社会的
スキル等を育てる
学校名
（）思いやりの心を育む教
育
（）豊かな体験を通した心の教育と温かい集団作り
（）規範意識を身に付け、
自浄力のある児童集団の育成
表 P市内の小学校基本方針
D小学校
E小学校
F小学校
G小学校
4
5
6
2
3
7
C小学校 学年・学級づくり
異学年での人間づくり（ОＳ
活動 集会活動）
B小学校
人間関係力、コミュニケー
ション能力、社会的スキル等
を高める
異学年での人間関係づくり
（ペア活動）
計画委員会を中心に、児童が
自主的に「いじめ撲滅」を目
指す取組を進める。
仲間同士で認め合い支え合う
場面を設定し、自分の居場所
がある温かい集団作り
仲間同士で認め合い支え合う
場面を設定し、自分の居場所
がある温かい集団作り
No.
学年・学級づくり 人間関係
づくり
道徳の授業や学級活動。
授業、道徳教育、学級活動等
1
授業、道徳教育、学級活動等
学級づくり。規範意識の醸
成。
が行われる。悪い例では、姿勢を崩して座る、教
科書を指示通りに広げない、返事をしない、手遊
びをする等、良くない態度を示す。その後、児童
に教師のロールプレイを見た感想を発言させ、全
校児童で好ましい勉強の仕方について確認する。
最後に、児童の中から有志を募り、「良い例」の
ロールプレイをさせる（本事例では年生の児童
が行った）。児童のロールプレイの中で良かった
点を全校児童で再確認をし、校長が再び児童の前
に立ち「勉強の仕方（授業の受け方）」の話しを
する。ポイントは以下の点であった。
・『えがお』で学校生活を送るために、良い姿勢
は必要なもの。
・「良い姿勢（を作るための前向きな気持ち）は、
自分の心の中にありますよ。学校は勉強をする
ために来るところです。」
②モデリング活動を取り入れた生活指導（図）
集会指導の教師より今週のめあて「廊下の歩き
方」が紹介される。その後、代表児童「歩き隊」
が前に出て、替え歌とともに次のパフォーマンス
を行う。「歩こう 歩こう 右側通行（『私は元気』
に替えて、腕を振りながら）歩くの 大好き 静か
に歩こう（『どんどん行こう』に替えて、右手の
人差し指を口の前で立てる）」。続いて、全校児童
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おはなし名人
学活
(2)イ
話し合い名人になろう
学活
(2)イ
“ありがとうチャンス” を見のがさ
ないぞ
道徳
2(1)
実施時期 内容 低学年 中学年 高学年
表 「友達とつながる力を育てるスキル教育」年間指導計画（案）
“ありがとうチャンス” を見のがさ
ないぞ
道徳
2(1)
元気が出る失敗の許し方
学活
(2)ウ
身に付け
させたい
スキル
決められた内容を話す・自分の番
が来たらきちんと話す
2
適切な聞き方・話し方を身に付け
る
何かしてもらったときに、すぐに
「ありがとう」を言うことができる
月〜月
タイトル
※生徒指導プログラムの試案として位置付けられている。
3
4
5
6
時数
月〜月
タイトル 目と耳むけてきけるかな
1
学活
(2)イ
タイトル
身に付け
させたい
スキル
タイトル
身に付け
させたい
スキル
タイトル
身につけ
させたい
スキル
タイトル
身に付け
させたい
スキル
月〜10月
11月〜12月
月〜月
月〜月
学活
(2)ウ
学活
(1)ア
学活
(2)ウ
相手の話に、耳を傾けて聴くとい
うスキルを身につけることができ
る
クラスのみんなのいいとこさがし
クラスのみんなのいいところに気
付くことができる
わるかったときはあやまろうね
「ごめんね」という気持ちを相手に
伝えるためのスキルを理解し、実
際に活動することができる
「いーれて！」「いーいよ！」
遊びに入れてほしいとき、「入れ
て！」とはっきりと相手に伝える
ことができる
ありがとうをかえそう
自分がしてもらって助かったこと
うれしかったことに気付く
身に付け
させたい
スキル
道徳
4(1)
学活
(1)ウ
何かしてもらったときに、すぐに
「ありがとう」を言うことができる
“カーッ” をおさえるまほうのカー
ド
腹が立っても「カーッ」とした態
度をとらない方法を身に付ける
ほんわか言葉のたのみ方・ことわ
り方
相手の気持ちを考えて頼んだり
断ったりすることができる
“ごめんねチャンス” を見のがさな
いぞ
失敗したときに、すなおに謝るこ
とができる
さそい上手・さそわれ上手
自分から友達を遊びに誘うことが
できる
学活
(1)イ
道徳
2(4)
友達が一生懸命やって失敗した時
は許すことができる。
これがおすすめ！怒りの発散法
腹が立っても「カーッ」とした態
度をとらない方法を身に付ける
一枚うわての励まし上手 声かけ
上手
友達が元気がない時には励ます方
法を身につける。
友達とのけんかを解決するには
友達とけんかした時に自分にも悪
いところがないか考える。
してもらいたいこと十人十色
自分がしてもらいたいことを友達
にしてあげる。
学活
(2)ウ
学活
(2)ウ
学活
(2)ウ
道徳
2(2)
道徳
1(6)
図 ロールプレイによるガイダンス
も「歩き隊」とともに歌に乗せてその場で足踏み
をする。何人かの児童は注意されると姿勢を正
し、自分たちが動くときには面倒がらずに行動し
ており、教師の指導を素直に受け入れていた。
（）学級におけるふりかえり活動
年生は、「廊下の歩き方」を再度実践し、上手
にできている児童は褒められて嬉しそうにしてい
る。他の児童も良い見本を練習している。・年
生では、姿勢が崩れそうになる児童に対して、教師
からの働きかけだけでなく、近隣の児童同士で注意
をし合う場面が見られた。
年生では、学級で集会
内容のふり返りを行っていた。そこでは、ロールプ
レイの良かった点について次のような発表がされて
いた。「姿勢」「声の大きさ」「手遊びをしないこと」
「教科書の持ち方」「きく姿勢」「返事」等。
上述したように Q小学校の集会は、生徒指導プ
ログラムとなっている。そこでは、教師の一方的な
話を聞くだけでなく、ロールプレイを取り入れた
り、学級に戻ってから学級指導をしたりすること
で、児童に指導のめあてや意味に気づかせるように
工夫されている。
教師が一枚岩での指導を実践している点、つま
り、組織的な生徒指導をしているのが本実践の特徴
である。また、それは P 市教育委員会の基本方針
に示されている、「③規範意識を身につけ、自浄力
をもつ児童生徒集団の育成」と深く関連付けられて
いる。
（）研究授業
Q小学校では、昨年度より SST を試行的に導入
し、一部の学級で実践されている。本年度は、A
教諭のリーダーシップのもと SST を応用した研究
授業（図）を持ち回りで実践し、その後の研究協
議会では Q小学校の児童の人間関係を改善、向上
させる「育てる教育相談」としての授業の創造と体
系的な指導体制を構築するための建設的な話合いが
行われている。
実践研究において重要な意味を持つ研究授業で
は、すべての教師が研究授業を行うことを前提とし
て進められている。これまでに低学年（年）、中
学年（年）、高学年（年、年）の学級が研究
授業に臨んでいる。また、土曜日に実施されている
学校公開の授業においても保護者に参観してもらう
など、意欲的に取り組まれている。今後も、学期
の研修会で話し合われた通り、定期的に未実施の学
級においても研究授業をしていくことになってい
る。
研究授業（図）の概要については、以下に示す。
授業は200X＋6 年、月某日の第校時（14：
40〜15：25）に特別活動の学級活動として実施され
た。実施学級は年（在籍児童数21名）であり欠席
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図 集会時の様子
図 研究授業「腹が立っても『カーッ』とした態度をとらない
〜気持ちを落ち着かせる方法について考えよう〜」の風景
児童はいなかった。本授業の指導者は、学級担任で
はない名の教諭（児童支援・音楽）により行われ
た。授業の展開は次の通りである。
①言語的教示（T1）「生活していく上で必要にな
るスキルについて学ぼう」
②モデリング
設定場面は、逆上がりの練習をしているが一向
にできないのび太（T2）。そこにジャイアン
（T1）がやってきて、のび太をからかい、けなす、
というもの。その後に、次のつのモデリングが
示された。
ア）のび太の反応：「悔しい…。でも、僕さえ
我慢すれば…」とつぶやく。
イ）のび太の反応：「もう、ジャイアン、許せ
ない！」と叫び、その辺にあるものを投げつ
ける。
ここでは、どちらの対応も良い解決法でないロー
ルモデルであった。その後には、教師のモデルを見
て気が付いたことを発表し、より良い気持ちの落ち
着かせ方について考える活動を行っている。その
際、ブレーンストーミングの手法を用いて、グルー
プで考えを出し合い、各グループの意見を全体で発
表させていた。
次に、
人組でのロールプレイを行い、ロールプ
レイを通じて感じたこと、学んだことをワークシー
トに記入させている。代表的な感想を以下に示す。
・一人だったら考えつかない方法が知れた。
・あまりケンカはしない方が良いかなと思った。
・文句を言ったら自分も困るんだなと思った。
・気もちを落ち着かせる方法がたくさんあること
がわかった。
・ロールプレイをしてみて、実際に落ち着くこと
が体験できた。
・その場に合わせていくつかある方法から選べば
良いと思った。
 児童の学校生活に関する質問紙調査
Q小学校では独自に作成し前年度より定期的に
実施している「学校生活アンケート」を、基本方針
および生徒指導プログラムの効果を測る尺度として
継続実施している。その質問紙の項目は、低学年用
は15項目、中学年と高学年は20項目からなる（表

）。内容は、個々の児童の自尊感情や友人関係、
学習状況、いじめの実態、学校生活の適応、相談者
の有無などを尋ねている。そのデータ整理は筆者が
担当し、結果の分析や考察は Q小学校の研修会の
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いやな事を言われたり、からかわれたりすることがありますか。
休み時間などにグループに入れなくて人でいることがありますか。
持ち物を返してもらえないことが、ありますか。
持ち物がなくなったり、こわされることがありますか。
学校へ行きたくないと思う時は、ありますか。
クラスの人に乱暴なことをされることがありますか。
クラスで仲間はずれにされている人は、いますか。
クラスで、いやがらせをされている人は、いますか。
携帯電話やパソコンなどの書きこみで、悪口を書かれるなど、いやな思いをした
ことがありますか。
クラスみんなで協力し合っていると思いますか。
クラスの中でホッとしたり、楽しい気持ちになったりすることがありますか。
クラスで困っている人を助けてくれる人は、いますか。
あなたの気持ちをわかってくれる人は、いますか。
相談できる先生は、いますか。
表 「学校生活に関するアンケート」の肯定的回答者数割合の経年比較
2014年度 2013年度 2014年度
低学年 中学年 高学年
あなたは、得意なことや自慢できることは、ありますか。
あなたには、友達がたくさんいますか。
あなたは、今の自分のことが好きですか。
勉強が楽しいと感じる時がありますか。
勉強がわかるようになろうと、がんばっていますか。
勉強がわからなくて、つまらないと思ったことはありますか。
99％ 99％ 85％ 95％ 86％ 87％
98％ 92％ 71％ 76％
質問項目 ※低学年は15項目、中高学年は20項目
63％ 72％
2013年度 2014年度 2013年度
95％ 92％ 83％ 87％
94％ 99％ 90％ 92％ 71％ 89％
96％ 96％ 65％ 81％ 63％ 65％
14％ 30％
36％ 38％ 45％ 24％ 48％ 47％
38％ 30％ 61％ 57％
98％ 100％
13％ 10％ 9％ 16%
10％ 20％ 15％ 16％ 10％ 23％
16％ 11％
28％ 14％ 20％ 20％
11％ 13％ 29％ 27％ 24％ 39％
4％ 6％ 26％ 5％ 48％ 8％
88％ 84％
5％ 13％ 8％ 13％ 9％ 34％
1％ 13％ 40％ 9％ 24％ 28％
2％ 26％
72％ 93％ 88％ 89％ 88％ 85％
72％ 94％ 96％ 95％ 95％ 92％
90％ 85％
98％ 90％ 84％ 91％ 55％ 70％
86％ 85％ 83％ 78％
際に参加者全員で行っている。
本アンケートは、昨年度の春と秋に学級担任によ
る集合一斉法による無記名で実施されているが、質
問項目の内容が一部変更されている。また、年生
の春は、児童にとって回答が難しいために、教師が
読み上げ、ていねいに内容説明をした後に挙手によ
り回答をさせている。そのために本論文では、昨年
度の秋（11月）に実施された結果と、本年度春（
月）に実施された結果について単純集計を行い比較
した。比較では、各質問項目の回答（
段階評定）
について、「とてもそう思う」と「思う」の合
計者数を「肯定的回答者」とし、「あまり思わな
い」と
｢ぜんぜん思わない｣の合計者数を「否定的
回答者数」とした。このうち、肯定的回答者数の割
合（％）をそれぞれ求めて表
に整理した。多くの
項目では改善傾向が示されているが、いくつかの項
目では数値が下がっていたり、反転項目ではあがっ
ていたりする項目が見られる。そのうち、変動の大
きいと思われる10％以上の経年変化のあった質問項
目をグラフ化して図4-1、図4-2に示した。
図4-1、4-2と表
に示した10％以上の増減が見ら
れた項目について、以下に述べる。
「友達がたくさんいますか」では中学年が10％増
加している。「今の自分のことが好きですか」では
中学年が16％増加している。「勉強が楽しいと感じ
る時がありますか」では高学年が18％増加してい
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図4-1 学校生活に関するアンケートの経年比較
る。「いやな事を言われたり、からかわれたりする
ことがありますか」では中学年が21％減少してい
る。「休み時間などにグループに入れなくて人で
いることがありますか」では高学年が16％増加して
いる。「持ち物を返してもらえないことが、ありま
すか」では低学年が10％増加、高学年が13％増加し
ている。「学校へ行きたくないと思う時は、ありま
すか」では中学年が21％減少、高学年が40％減少し
ている。「クラスの人に乱暴なことをされることが
ありますか」では高学年が15％増加している。「ク
ラスで仲間はずれにされている人は、いますか」で
は低学年で24％増加、中学年で14％減少している。
「クラスで、いやがらせをされている人は、います
か」では低学年で12％増加、中学年で31％減少して
いる。「携帯電話やパソコンなどの書きこみで、悪
口を書かれるなど、いやな思いをしたことがありま
すか」では高学年で25％増加している。「クラスの
中でホッとしたり、楽しい気持ちになったりするこ
とがありますか」では低学年で22％増加している。
「クラスで困っている人を助けてくれる人は、いま
すか」では低学年で21％増加している。「相談でき
る先生は、いますか」では高学年で15％増加してい
る。
学校生活アンケートの結果は、経年比較であるこ
とと、実施時期が異なるために個別の問題や具体的
ないじめの状況については明らかにならないが、Q
小学校の児童の全体的な状況について把握するため
に意味のあるデータとなっている。
考察
いじめ法を受けた Q小学校の生徒指導の取組は
緒に就いたばかりであるが、約半年の実践研究の結
果について、生徒指導の機能面から以下に考察して
いく。
生徒指導と教育相談の関係について「生徒指導提
要｣17)では、次のように説明されている。「教育相談
教育学論究 第号 2 0 1 4
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 6号／
／中村 豊  校
132
17）文部科学省「生徒指導提要」2010年、p. 97、pp. 112-114。
図4-2 学校生活に関するアンケートの経年比較
と生徒指導は重なるところも多くありますが、教育
相談は、生徒指導の一環として位置付けられるもの
であり、その中心的な役割を担うものといえます」。
また、育てる（発達促進的・開発的）教育相談とい
う考え方について、「教育相談は、児童生徒が成長
過程で出会う様々な問題の解決への指導・援助ばか
りではなく、学校教育全体にかかわって児童生徒の
学習能力や思考力、社会的能力、情緒的豊かさの獲
得のための基礎部分ともいえる心の成長を支え、底
上げしていくものといえます」と示されている。さ
らに、育てる（発達促進的・開発的）教育相談のポ
イントを、「学級雰囲気づくり」「帰属意識の維持」
「心のエネルギーの充足」「児童生徒理解へのかかわ
り」「学習意欲の育成」「学業へのつまずきへの教育
相談的対応」「教員の指導性」の視点から説明して
いる。このことを踏まえると Q 小学校の実践は、
育てる教育相談を基盤として生徒指導の機能を発揮
させようとするものである。基本方針については校
内研修会を通して職員全員で作成途中にあるが、Q
小学校の実態に即した未然防止を図るための教育活
動となっている点が評価できると思われる。
協働的な実践研究としては、筆者、行政、学校現
場が、相互にそれぞれの専門性を尊重しながら個々
の役割を十分に発揮することができたと考えてい
る。例えば、「学校生活に関するアンケート」の分
析では、定量的なデータに教師の観察による質的な
データが加わり、児童の指導に活かすことができて
いる。ある項目で大きく増減している要因につい
て、対象の学級（児童）をよく理解している Q小
学校の教師の要因特定と解釈は的を射ており、アン
ケートデータの分析を三者で深めることができた。
具体的には、転出入に伴う学級数の変化、特定の児
童の影響、前年度の学校生活上のエピソードなどに
留意しながら、経年変化を読み解く過程は示唆に富
むものであった。半面、これまではデータの確認に
留まっていたアンケート結果の分析について、Q
小学校の教職員全員でデータを読み取り考える機会
を設けたことは、児童の視点からいじめ問題や学校
適応などを捉え直す視点を教師に与えていた。そこ
では、データの比較を専門的な統計手法に寄らず、
日常の学校生活で一番身近にいる教師の観察を大切
にした質的なデータとして検討することを試みたこ
とが、このことがデータの結果を児童の指導や学級
経営にフィードバックする良い機会を提供すること
になっていたと思われる。
他方、Q 小学校としては、研究者との協働によ
り、自分たちが何気なくしている指導の意味や、教
育活動の意義を認識する機会となっていた。例え
ば、集会活動におけるロールプレイが SST の応用
であること、特別活動によるガイダンスとしての役
割の再評価、生徒指導の機能が発揮されている指導
場面の確認等である。また、参加者全員が公平な立
場で発言する授業研究協議会では、新任者からベテ
ラン教員、行政、管理職などの立場を超えて、自由
に率直な意見を語れる場となっていた。このことが
生徒指導の共通理解を図り、組織として意図的計画
的・体系的な生徒指導体制を構築することに資する
時間になっていたと思われる。
筆者は、いじめ法施行以後、いじめに関する基本
方針の策定や諸会議に関して、滋賀県大津市、兵庫
県神戸市、丹波市、宍粟市、芦屋市、洲本市、西宮
市等と関わってきている。そこでは、主に行政側か
らの視点で総論的な基本方針を考えてきた。本論文
では、日々、直接に児童生徒の教育に関わっている
学校側の視点から基本方針を作成し、また具体的な
教育活動を生徒指導の視点から検討することが可能
となった。この意味において、Q 小学校との協働
的な実践研究で取り組んでいる授業づくりや生徒指
導プログラムの作成からは、発達促進的・開発的な
生徒指導のあり方について多くの手がかりを得るこ
とができた。その中でも以下の点は、いじめ問題
を未然に防止するための視点を示唆するものであ
る。
①いじめ未然防止のための各校における基本方針は
児童生徒の実態や地域の特性に十分配慮して作成
されなければならず、また、作成過程で全教職員
が関与していくことが必要である。さらに年間指
導計画に教育活動（授業）として体系的に位置付
けられていることが不可欠である。
②集会では単なる講話だけに留めず、ロールプレイ
を取り入れて指導の意味や必要性に気づかせ、学
級指導を通して具体的な行動まで指導することが
効果的である。Q 小学校の集会活動はその具体
的実践を通して組織的な生徒指導を機能させてい
ることが質問紙調査結果に表れていた。
③学校生活アンケートの項目では、自分自身だけで
はなく学級内の他者の状況についても意識させて
いる。また、学校適応や人間関係など複数の観点
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から自校の教育活動を評価できるように工夫され
ている。
成果と今後の展望
本論文は、いじめ法施行後の生徒指導の実践を検
証し、発達促進的・開発的な生徒指導のあり方につ
いて考察していくことが目的であった。Q 小学校
との協働的な実践研究により、教師が一丸となって
生徒指導体制に基づきながら、体系的な生徒指導を
していくためには、教育課程に位置付けられた授業
として取り組んでいくことが大切であることを確認
できた18)。特に、小学校においては組織的な生徒指
導の推進を求められているが、本実践はそのことに
応える取組であったと評価している。このことが本
研究の第一の成果である。そのことに関連して Q
小学校の教育実践者である A教諭は、以下のよう
に述べている。
「学級において『ありがとうチャンスを見逃さな
いぞ』を題材とした授業を実践してみた。それ
は、児童が “ありがとう” と言ってほしい場面を
出し合い、その後につの場面を設定してロール
プレイを行い、児童相互で「ありがとう」と言い
合う体験活動の学習である。その効果は、実施後
の学級の中で児童の “ありがとう” という言葉
が、学習前よりも多く聞かれるようになった点に
表れている。このように SST を取り入れた学習
は、本校の児童の社会性を向上させるのにかなり
有効であることを実感することができた。」
本論文では、「育てる教育相談」を生徒指導プロ
グラムの中軸において捉えてきたが、それは、従来
の心理教育的なサービスであり、学校心理学では一
次援助サービスとして位置付けられている。｢生徒
指導提要｣では、新しい取り組みとして紹介され、
試行的に取り組まれていると示されている。現在の
学校教育現場には、本論文で取りあげた SST 以外
にも様々な理論に基づいた技法を取り入れた実践が
広まっていると言ってよい。このような動向が各校
の実践だけに留まることなく、いじめ法や基本方針
を踏まえた、いじめの未然防止のための教育活動と
して多くの学校に普及させていくこと、そして、児
童生徒をいじめの加害者にも被害者にもせず誰もが
楽しいと思える学校生活を送れるようにすることが
課題である。
それを解決していくためには、生徒指導が機能す
る学校であることが重要であり、各学校の確かな生
徒指導体制の構築と計画的体系的な指導を着実に実
践していくことが、いじめを含む生徒指導上の諸問
題への対応に他ならないのである。この点を指摘し
て本論文を終える。
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18）中村豊『子どもの基礎的人間力養成のための積極的生徒指導―児童生徒における「社会性の育ちそびれ」の考察―』
学事出版、2013年。
